
▲色によっては、銀彩が重なると黒ずんでしまうので細心の注意を
払う。しかし、単一ではないゆるぎのある色の表情も魅力の一つ

▲漆にテレピンオイルを加え伸ばす作業。漆は湿気が多いとすぐ
に乾燥してしまうため、季節や天候に大きく左右される

▲筆で漆を塗った上から絵具を乗せる作業。漆がのりの役目を果
たす。漆は焼成後、燃えて無くなる

　武蔵野美術大学短期大学部で油絵を専攻した私が
「陶芸」に出会ったのは、教職課程の授業でした。卒業後
しばらくして、洋画家 児島善三郎氏の広大な屋敷にある
アパートに引っ越したのですが、陶芸好きの同氏の息子さ
んが設置したガス窯を使い、アトリエでやきもの教室を
始めると聞いた時、大学の陶芸の授業が楽しかったこと
を思い出しました。これが、陶芸を始めるきっかけとなりま
した。
　デザイナーの仕事を続けながら、趣味で自分の使う食
器などを作りながらも、本格的に陶芸を学びたいと考え
るようなりました。そんな時、予備校時代からの友人 安藤
雅信さん(ギャルリももぐさ)から多治見工業高校専攻科
のことを聞き入学を決めました。漆蒔のことはここで初め
て知りました。昭和40年ごろまで、多治見には多くの漆蒔
上絵職人がいましたが、転写紙の登場で経済効率の悪
い漆蒔技法は廃れていきました。私は、転写では出せな
いきれいな発色を求め試行錯誤し、自分流の漆蒔を完
成させることができました。多治見上絵の生き証人で漆
蒔職人の安藤洋二さんに「一人でよくここまでやった」と
言われた時は涙が出ました。大変面倒で難しい技法です
が、漆蒔の伝統を途絶えさせないためにも若者が興味を
持ってくれたらうれしいです。

漆蒔の魅力は
転写では出せない
きれいな発色

徳田吉美さん
陶芸家（STUDIO Tokuda）

うるし まき

ぜん ざぶ ろう

　鎌倉時代の武士、多治見国長の屋敷跡とされる史跡です。鎌倉
時代末期、政治の中心を朝廷に戻そうと、鎌倉幕府倒幕の気運が
高まりました。国長は美濃守護・土岐頼貞の十男頼兼とともに幕
府討伐計画に参加しますが、かなわず非業な最期をとげました。

岐阜県史跡
多治見国長邸跡 新町2
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◎広報たじみは、市内の公共施設、郵便局、医療機関、銀行、サークルＫ、ファミリーマート、バロー多治見店にあります。　◎市政情報や緊急時の放送は、ＦＭたじみ（７６・３ＭＨＺ）でも放送しています。
広報たじみは植物油インキ、印刷用の紙へリサイクルできるAランクの資材のみを使用しています。1部あたり28.55円で42,000部制作しています。
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